




して定義されるため，複雑に変化する界面位置を逐次追
跡することなく取扱うことができ，デンドライトのよう
な形態変化も容易にシミュレートできる。
　φの時間発展方程式はフェーズフィールド方程式と呼
ばれ，φの分布は，バルクの自由エネルギーと界面領域
の自由エネルギーの和として与えられた系の全自由エネ
ルギー�（式（2））の変分により計算される。
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